



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の挑戦－地球社会の調和ある共存に向けて (第11回) 「翔














































































































































































































































































































































































京都大学の文理それぞれ 14 部局、27 名の
コアメンバーからなります。つまり、地域研
究統合情報センター、人文科学研究所、エネ
ルギー理工学研究所、経済研究所、東南アジ
ア研究所、生態学研究センター、学術情報メ
ディアセンター、フィールド科学教育研究セ
ンター、こころの未来研究センター、医学研
究科、農学研究科、エネルギー科学研究科、
アジア・アフリカ地域研究研究科、総合博物館、附属図書館と連携した知的連合体です。
　このユニットでは、上述したプラットフォームを整備するために、以下の 3 つの目標
を掲げています。
　1 つは、多種多様な学術史料を収集するためのクラウドの構築。2 番目には、このクラ
ウドに蓄積されたデータを推論に適した形式に変換し、多様なデータをつなげる大規模知
66
識データベースの構築。3 番目には、この知識データベースから問題解決に有用な知識や
ヒントを探し出すための推論機能の構築を目指しているのです。
　そこで、このユニットでは、学知創生のグッドプラクティスとして、文理協働による人
間の安全保障に関するトランスボーダー研究を実施します。これが右側に書いてあるとこ
ろです。何となれば、この京都大学では、これらの分野が世界的に見ても研究実績や学術
資料の蓄積が豊富であること、さらに、世界のトップ大学との多様な研究交流を展開して
いることから、このテーマを設定させていただきました。文理双方にとって研究分野を超
えた協働が不可欠であること、21 世紀は、紛争、疾病、災害などが国境を越えて影響し
合うことから、この研究課題が適切だと判断しております。
　京都大学が蓄積してきた環境、エネルギー、資源、衛生、習慣、人文知などの多様な学
術資料を学知創生プラットフォームに蓄積し、同時に、人間の安全保障に関するトランス
ボーダー研究と相互に連携しながら、データや蓄積の関連性を発見できるかどうかなどと
いうところが新領域の目玉になるかと思います。ご清聴、ありがとうございました。
　どうもありがとうございました。
　それでは、以上をもちまして、未踏科学研究ユニットの紹介とさせていただきます。
　今後、こういうシンポジウムなどの機会の中で、未踏科学研究ユニットでの研究活動や、
研究成果を皆さんに発信していきたいと思っております。
　どうもありがとうございました。
